
【⽣物】 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 
図や動画を確認しながら、細胞の分離についての考察・探究を深める授業 

発⽣の様⼦を図や動画で細かく確認し、記憶の定着を図る。 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業の流れ 

概要の説明 
授業の⽬標として、カエルの発⽣につい
て理解を深めると同時に、動物が発⽣す
る過程ではたらくカドヘリンについて調
べ学習などを⾏うことを伝える。 
 
 
 
 
 
 
重要語句の説明① 
「卵割」「割球」などの重要語句を解説
し、受精卵・2 細胞期・4 細胞期・8 細胞
期について図⽰する。 
 
 
 
 
 
 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：動物の発⽣ではどのようなことが起こるのか、画像や動画を効果的に⽤いて、⽣

徒に具体的に理解させる。 
⽣徒向けの⽬標：カエルの発⽣過程をたどりながら、その過程と図を結びつけて覚えるとともに、

各図の特徴を⾔語化できるようになる。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の集中⼒アップ：動画や画像コンテンツを活⽤し、視覚的にイメージを膨らませることで、

授業に集中させることができる。 
・板書時間削減   ：胚の変化の様⼦を、あらかじめ⽤意していた図や動画などで表⽰すること

で、板書の時間を⼤幅に削減することができる。 
 

step1 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルふせんを⽤いて、図⽰する。 
授業時間が少ない場合は、 
YouTube 動画「アフリカツメガエル
の発⽣」 
（https://www.youtube.com/watch?v
=Rbvc-suML7I）の URL を貼り付け
たリンクふせんを利⽤し、電⼦⿊板や
プロジェクターなどで動画を⾒せな
がら授業を進める。 
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重要語句の説明② 
桑実胚・胞胚について図⽰し、「卵割
腔」から「胞胚腔」へ呼称が変化する箇
所を確認させる。 
続いて、原腸胚初期・中期・後期の図を
⽰し、「胚葉」「原腸」「原⼝」などの
重要語句を解説する。 
 
 
 
 
重要語句の説明③・考察 
神経胚初期・中期・後期の図を⽰し、
「神経板」「神経管」などの重要語句を
解説する。その後、原腸胚と神経胚にど
のような違いがあるかを考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
重要語句の説明④ 
調べ学習と発表の実施 
step 4 で扱った神経板から神経管への変
化について、細胞の分離や結合に関係す
る膜タンパク質である「カドヘリン」が
関与していることを説明する。さらに、
カドヘリンの特徴や、神経管の形成にお
いてカドヘリンがどのように機能してい
るのかを調べさせる。 
また、発⽣の過程以外でもカドヘリンが
はたらいている例があるので、それにつ
いてグループに分かれて調べさせ、グル
ープごとに発表させる。 
 
 
 
宿題の提⽰ 
授業内で調べてもらったカドヘリンにつ
いて、さらなる調べ学習を⾏うことを宿
題とする。 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
今⽇の授業の復習として、使⽤の有無に
関わらず、step2〜4 のために⽤意したリ
ンクふせんを⽣徒に共有する。 
特に step3・4 で紹介している動画を制
作している YouTube チャンネルには、
⽣物の授業動画が⼤量にあるため、既習
内容の復習に活⽤できることを伝える。
ただし、授業動画は概要にとどまるの
で、不明点は質問するよう指⽰する。 

 
ファイルふせんを⽤いて、図⽰する。 
こちらも授業の進⾏状況を⾒て、
YouTube 動画「【⾼校⽣物】第 52講
『カエルの発⽣』受精卵から成体・各
胚葉の分化」 
（https://www.youtube.com/watch?v
=gQnSMI37mbA）のリンクふせんを
利⽤する（⻑い動画なので、必要な部
分だけ⾒せる）。 
 
 
ファイルふせんを⽤いて、原腸胚・神
経胚を図⽰する。こちらも状況に応じ
て、step3 で利⽤したリンクふせんの
動画を視聴しながらの解説とする。 
その後、原腸胚と神経胚を並べた図
をファイルふせんで提⽰し、⼿描き
機能で⾊塗りの作業をさせながら違
いについて考えさせる。 
 
 
 
 
カドヘリンについて個⼈で情報を検
索させ、調べたことをまとめさせ
る。この際、リンクふせんやファイ
ルふせんを活⽤するよう促す。 
グループワークでは、個⼈で調べた
内容が記載・表⽰されている各種ふ
せんを送受信機能で共有し合っても
らい、補⾜を加えて発表のための準
備をしてもらう。発表の際には、
ClassPad.net が開いた状態の端末を
電⼦⿊板やプロジェクターなどに繋
いでもらうとよい。 
 
 
 
 
宿題⽤に新規デジタルノートを作成
させ、調べたことをテキストふせん・
ファイルふせんなどを利⽤してまと
めさせる。完成したデジタルノート
は、次回授業までに URL を発⾏し、
教員に共有してもらう。 
 
 
 
リンクふせんを、授業⽀援機能を⽤い
て⽣徒に送信する。 
質問は⽣徒からテキストふせんなど
で提出してもらい、添削機能を⽤いて
回答を⾏う。 
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